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第３６回 日本骨折治療学会のご案内
この度，平成２２年７月２日 ・３日の両日，第３６回日本骨折治療学会を開催させてい
ただくことになりました．日本骨折治療学会は，昭和５３年の第１回骨折研究会に端を発す
る伝統のある学会であり，かつ会員数が年々増加し現在３，５００名を超える活気あふれる学
会となっております．その学会長を拝命いたしましたことは，大変光栄に存知上げますと
ともに，ひとえに皆さま方のご指導，ご支援の賜物と深く感謝申し上げます．
昨年，第３５回の本学会が聖マリアンナ医科大学整形外科の別府諸兄学会長のもと「骨折
内固定法の進歩と限界」をテーマに，横浜の地で成功裡に終了しましたことは未だ記憶に
新しいところですが，今年は千葉市の幕張メッセにて「脆弱性骨折への挑戦」をテーマに
掲げ論戦を繰り広げたいと存じます．近い将来，未曾有の少子高齢化社会を迎えるにあた
り，骨粗鬆症患者の骨折治療は大きな課題であり，脊椎，上腕骨近位端，橈骨遠位端，大
腿骨近位部骨折の治療はもとより，人工関節周囲骨折など特殊な問題点を抱えた骨折に対
し，現在，世界中で基礎的・臨床的研究が進められ，さまざまな学会，研究会あるいはセ
ミナー等で取り上げられております．特に，最近の内固定法の進歩，例えばさまざまな lock-
ing plateや新しいデザインの髄内釘の開発，あるいは低侵襲の手術手技の登場により，
新たな解決策が示されるようになってきました．しかし一方では，「新しい technologyは
従来見られなかった新たな問題点を生じる」こともあり，それら諸問題についても検討し
ていきたいと思います．
さらに当然のことながら，外傷治療では脆弱性骨折以外にも，多発外傷・開放骨折の治
療，四肢各部位に特有な骨折の治療，皮膚／軟部組織の修復，DVT／PEなど，検討すべき
トピックスは多々ありますが，主題，教育講演あるいは work shopなど，さまざまな形
式で取り上げていきたいと思っております．
“千葉市幕張”は羽田空港から直行バスがあり，また東京駅からは京葉線快速で２８分と
比較的便の良いところです．学会内容についても，若手の先生から経験豊富な先生まで，
あるいはコメディカルや関係領域の皆さまなど，あらゆる立場の方々に魅力を感じて頂け
るような企画とすべく，鋭意準備をしてまいります．北海道整形外科外傷研究会の会員の
皆さまにも，是非ご参加いただきますよう，心からお待ちしております．
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第３６回 日本骨折治療学会開催概要
会 期：平成２２年７月２日 ，３日
会 場：幕張メッセ（千葉市）
会 長：田中 正（君津中央病院）
学会テーマ：「脆弱性骨折への挑戦」
学会ホームページ：http : //www．2010jsfr.jp/index.html
プログラム：
招待・教育講演 医療の法的責任と医療の質（高瀬浩造，東京医科歯科大学）
Challenges and solutions for the treatment of geriatric fracture
patients（Blauth M,Austria）
How to conduct a good clinical research？（Goldhahn S, Switzer-
land）
Uhthoff HK（Canada），Schutz M（Australia）ほか（予定）
シンポジウム 「Locking plateの適応と限界」
パネルディスカッション 「脆弱性骨折に対する治療戦略」
Asian Session 「Our strategies for treatment of geriatric fractures」
Leuong F（Hong Kong），Wong MK（Singapore），Byun KS（Korea）
ほか（予定）
その他，ランチョンセミナー，ハンズオンセッションなどを予定しております．
演題募集：主題および一般演題（口演，ポスター）を募集致します
主題 １．人工関節周囲骨折
２．脆弱性骨折治療に対する工夫
３．Locking plate
４．上腕骨近位部骨折
５．大腿骨転子部骨折
６．橈骨遠位端骨折
７．骨補填材料
演題募集期間：平成２２年１月８日 ～２月１９日 
お問い合せ先：
運営事務局 アサツーディ・ケイ メディカル事業室内
〒１０４‐８１７２ 東京都中央区築地１‐１３‐１ TEL：０３‐３５４７‐２５３３ FAX：０３‐３５４７‐２５９０
学会事務局 君津中央病院整形外科内
〒２９２‐８５３５ 千葉県木更津市桜井１０１０番地 TEL：０４３８‐３６‐１０７１ FAX：０４３８‐３７‐５９９０
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